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	応用
	抗原情報
	背景
	眼、鼻、中枢神経系、膵臓の発達において重要な機能を持つ転写因子。膵島α細胞の分化に必須。PAX6はPAX遺伝子の中で最も研究が進んでおり、文献では眼やその他の感覚器官、特定の神経組織や表皮組織、そして通常は外胚葉組織に由来するその他の相同構造の発達における「マスターコントロール」遺伝子として広く言及されている。この転写因子は、異所性眼の種間誘導発現における利用で最もよく知られており、ヘテロ接合性変異体はヒトにおいて無虹彩症などの幅広い眼疾患を引き起こすため、医学的に重要である。この遺伝子は、ショウジョウバエ（Drosophila melanogaster）の遺伝子prdの多くのヒト相同遺伝子の一つであるペアードボックス遺伝子6をコードしている。この遺伝子ファミリーの特徴である保存されたペアードボックスドメインに加えて、コードされているタンパク質にはホメオボックスドメインも含まれる。どちらのドメインもDNAに結合し、遺伝子転写の調節因子として機能することが知られています。この遺伝子は発達中の神経系と眼で発現します。この遺伝子の変異は、無虹彩症とピーター奇形という2つの眼疾患を引き起こすことが知られています。
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	-
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	PAX6 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した 3T3-L1 細胞のフローサイトメトリー分析。

